
 
 

別紙２ 

 

【薬効分類】６２５ 抗ウイルス剤 

【医薬品名】アタザナビル硫酸塩 

【措置内容】以下のように使用上の注意を改めること。 

 

【「医療用医薬品の電子化された添付文書の記載要領について」（令和3年6月11日付け薬生発0611第1号局長通知）に基づく改訂 

（新記載要領）】 

下線は変更箇所 

現行 改訂案 

2. 禁忌 

次の薬剤を投与中の患者：リファンピシン、イリノテカン塩酸塩

水和物、ミダゾラム、トリアゾラム、ベプリジル塩酸塩水和物、

エルゴタミン酒石酸塩・無水カフェイン・イソプロピルアンチピ

リン、ジヒドロエルゴタミンメシル酸塩、エルゴメトリンマレイ

ン酸塩、メチルエルゴメトリンマレイン酸塩、ピモジド、シンバ

スタチン、ロバスタチン（国内未発売）、ロミタピドメシル酸

塩、バルデナフィル塩酸塩水和物、ブロナンセリン、アゼルニジ

ピン、オルメサルタンメドキソミル・アゼルニジピン、ルラシド

ン塩酸塩、リバーロキサバン、リオシグアト、グラゾプレビル水

和物、グレカプレビル水和物・ピブレンタスビル、プロトンポン

プ阻害剤（オメプラゾール、ランソプラゾール、ラベプラゾー

ル、エソメプラゾール、ボノプラザンフマル酸塩）、アスピリ

ン・ランソプラゾール、アスピリン・ボノプラザンフマル酸塩、
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リン、ジヒドロエルゴタミンメシル酸塩、エルゴメトリンマレイ

ン酸塩、メチルエルゴメトリンマレイン酸塩、ピモジド、シンバ
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塩、バルデナフィル塩酸塩水和物、ブロナンセリン、アゼルニジ

ピン、オルメサルタンメドキソミル・アゼルニジピン、ルラシド

ン塩酸塩、リバーロキサバン、グラゾプレビル水和物、グレカプ

レビル水和物・ピブレンタスビル、プロトンポンプ阻害剤（オメ
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ール、ボノプラザンフマル酸塩）、アスピリン・ランソプラゾー

ル、アスピリン・ボノプラザンフマル酸塩、セイヨウオトギリソ



 
 

セイヨウオトギリソウ（St.John’s Wort、セント・ジョーンズ・

ワート） 

 

10. 相互作用 

10.1 併用禁忌 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

リオシグアト ケトコナゾールとの併用

によりリオシグアトの血

中濃度が上昇し、クリア

ランスが低下したとの報

告がある。 

複数のCYP分子種

（CYP1A1、CYP3A等）及

びP-gp/乳癌耐性蛋白

(BCRP)阻害によりリオ

シグアトのクリアラン

スが低下する。 

 

10.2 併用注意 

（新設） 

 

 

 

 

 

 

 
 

ウ（St.John’s Wort、セント・ジョーンズ・ワート） 

 

 

10. 相互作用 

10.1 併用禁忌 

（削除） 

 

 

 

 

 

 

 

10.2 併用注意 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

リオシグアト リオシグアトの血中濃度

が上昇するおそれがあ

る。本剤との併用が必要

な場合は、患者の状態に

注意し、必要に応じてリ

オシグアトの減量を考慮

すること。 

本剤のCYP3A4阻害によ

りリオシグアトのクリ

アランスが低下する。 

 

 


